
 

 

 

 

ご近所買い物ツアー準備の手引き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公益社団法人全国国民健康保険診療施設協議会 
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１． はじめに 
本書は、ご近所サポーターワークショップで活用いただく事を念頭に、事前の準備や注意点に

ついてまとめたものです。 
 

２． 買い物ツアーとは 
本事業は、社会的孤立に対する対策に重点を置いた取り組みです。孤食、移動支援、虚弱

（フレイル）予防をキーワードとした介護予防を通じて取り組んでいきます。その中で買い物ツア

ーとは、一人では移動手段が限られ買い物に困難が生じている人に対して、地域の助け合いの

中で、複数人で連れだって買い物に出かける取り組みを指します。 

この事業全般に言えますが、感染予防、事業の継続性、助け合いの増進が重要な視点となり

ます。従いまして地域の実情によってその方法論は変わってくると想定されます。創意工夫で各

地域にあった運用方法を立案することが重要です。この点を踏まえ、本書ではいくつかの方法を

例として提示しながら、買い物ツアーの準備についてガイドしていきたいと思います。 

次に、事業全体のイメージですが、下記の図１をご参照ください。この事業は、①実行委員会

の立ち上げ、②ご近所サポーターワークショップ、③支援対象者の選定、④ご近所食事会、⑤買

い物ツアーから構成されています。本書は主に⑤買い物ツアーについて取り扱います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１：事業の全体イメージ 



３． 買い物ツアーの手法の例 
先述した通り買い物ツアーは実施地域によって色々な手法が考えられます。すでに移動支援

がある地域もあるかもしれません。またお店の数や人口密度によっても最適な方法論は変わる

ものと思われます。また、事業全体の構成によっても最初に買い物に行くのか、食事をしてから

実施するのか、はたまた移動販売車が来るのかなど様々です。 

そこで、地域にあった方法を見つける手助けとしていくつか例を提示したいと思います。 

・事例１ 

バスを借りてボランティアやスタッフを含め 30 人前後で買

い物に行く様式 

大勢でわいわいと移動できます。またお出かけ先のお店に

もメリットがありお土産を用意していただける場合もあるよう

です。 

 

・事例２ 

ご近所サポーターあるいは、実行委員のスタッフが個別に

迎えに行って 1 人から 2 人の対象者を連れて買い物に行く

様式 

 小回りが利いて参加者のニーズにこたえやすいメリットがあ

ります。 

 

 

・事例３ 

集会所に移動販売車が来る機会を利用して集会所に集え

るよう付き添う様式 

移動時間が短縮されるので買い物をする場所まで遠い場

合に有効です。 

 

 

・事例４ 

地域にある既存の移動支援の枠組みを利用してお店で

待ち合わせて買い物を支援する様式 
 既存の仕組みを使うので立ち上げの労力が少ないのがメリット

です。また地域の仕組みを使うことで、継続性の面でも有利だと

思います。 

 

 

 

 

 



・事例５ 

買い物先のスタッフ（お店）が対象者を送迎し支援者はお店で待ち合わせて買い物をす

る様式。 
 

 

４． 事前準備について 
これまでに述べたように、買い物ツアーの設定や地域の状況によって準備の内容は変わると

思われます。しかし、共通した準備項目や注意点について以下に解説します。 
 

・想定される対象者像と人数 

まず想定される対象者の状態について大まかに把握することが大切です。 

具体的には性別や移動の様式、介助の有無が重要です。性別はトイレの環境に関わりますし、

移動の様式としては杖やシルバーカーなど歩行補助具の有無の確認が必要です。また介助に

ついては、車椅子など重介助の方は想定していませんが、転倒リスクのある方や車の乗り降り、

段差での介助が必要な方が想定されます。買い物先での階段や休める場所、サポートされる方

の必要介助技能や人数を決めるために把握しておくことが重要です。 

 

・必要物品の整理 

先述の対象者像や買い物ツアーの設定によって必要物品が変わります。例えば大人数での

移動を設定した場合、シルバーカーの運搬や買ったものなどの荷物を積めるようあらかじめ余

裕のある車を用意するなどの配慮が必要です。 

また、新型コロナ感染予防のため予備のマスクや車酔いのための汚物入れ、手指消毒液など

を準備すると良いでしょう。 

 

・緊急時の対応 

対象者は虚弱（フレイル）状態の方が参加されることを想定しています。予備力の低下から乗

り物酔いや脱水、熱中症、持病の悪化なども想定されます。すぐ休憩が取れる場所の確認や病

院までの経路、出かける前の体調の確認をすることをお勧めします。 

また、事前にイベント保険などに加入しておくことも安心につながりますので重要です。 

 

・買い物先のお店との打ち合わせ 

気持ちよく、楽しい買い物体験を得ることは、本事業で重要な要素です。また、地域（お店）の

協力は事業の継続性にも直結します。買い物先で他のお客さんへの配慮など、大人数での買

い物ツアーの場合は特に、事前に買い物先のお店と打ち合わせを行いましょう。 

また合わせて、トイレの有無や駐車場からお店までの距離、段差、休める場所の有無など環境

についても事前に調査するようにしましょう。 
 

 



・お店周辺の環境調査 

複数のお店が集中する商業地区であれば買い物先も複数になる場合が想定されます。その

場合、周辺の人や車の交通量もチェックしましょう。対象者が複数の場合、移動距離が長くなる

と歩行スピードの差で一人一人の間隔があくため支援者の数が足りなくなることが有ります。 

また、対象者がバラバラになり集合できないなどトラブルも想定しておく必要があります。さら

に、人が多い場所で荷物を持っての歩行は転倒リスクが高まります。転倒リスクの高い方を中心

に、移動の大まかな流れを決めておくと安全に実施できると思われます。 

また雨天時の対応なども事前に決めておくと当日、慌てる事が少なくなります。 

 

・移動経路の確認 

交通事故など不測の事態に対応するため、支援者が連れなって買い物に行く際も大まかな

移動経路は実行委員が把握できるようにしておきましょう。緊急連絡先などと合わせて整備して

おくと安心です。 

 

・忘れ物と荷物の取り違え確認 
人数の多い買い物ツアーの場合や、買い物を行ってから食事会や介護予防を行う設定である場合は、

買った荷物の忘れ物や参加者間の取り違えに注意が必要です。 

先行事例では、名札を準備しておいて、荷物から手が離れる場面において自分の名札を荷物にくくり

つけるなどの工夫をされています。また本人以外の支援者やボランティアさんが荷物を運ぶ際に、取り違

えや忘れ物が発生しやすくなります。移動時や解散する前に、自分の買ったものが手元にあるかなど都

度確認するようにしましょう。 

 

  



・実施中の対応 

大人数になればなるほど事前の計画が重要となります。下記に当日の予定表の例を提示し

ます。役割分担を含め事前に検討しておくことが重要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 最後に 
本書では、買い物ツアーに係る準備について解説しました。買い物ツアーの設定によってはさ

らに必要な準備は増えると思われます。本書では、その中でも多くで共通する項目について列挙

してあります。 

お店での買い物は、家から出かけて店内を歩き品物を選んで買う事を通じて、体力向上や脳

活性化に有効な活動といえます。楽しく安全に買い物体験をしていただけるよう取り組んでいき

ましょう。 

 

 

 


